病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和3年10月12日(火)　　　　　　　　　　　司会・記録：岩藤　良子
	松村
	木村
	本川
	新山
	大久保
	苅田
	岩藤
	清川
	田口

	休
	深
	深
	準
	準
	休
	○
	休
	〇

	横町
	原子
	大谷地
	
	
	
	
	
	

	〇
	休
	○
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

栄養より

・徐々に気温が下がり、寒くなってきましたのでレストランの暖房をつけようと思います。日中は気温が高い日もありますので適宜スイッチのオンオフをしていただければと

思います。レストラン使用後はスイッチを切っていただきたいです。
・不在者投票について
10/31執行の選挙について、正式にお知らせが届きましたので、ご連絡いたします。

（選挙の内容）

　①八戸市長選挙（八戸市の人のみ）

　②衆議院議員総選挙（全国）

　③最高裁判所裁判官国民審査（全国）

投票日  10月31日（日）　　　　

投票できる人：年齢満18年以上の者（平成15年11月1日以前の出生者）で選挙人名簿

　　　　　　　　登録されている者　　　　　

 　不在者投票を希望される患者様がおりましたら、各地方への郵送が必要なため、

　10/19（火）までに氏名・住所・生年月日の連絡をお願いします。

　当院での不在者投票は10/27（水）～10/28（木）を予定しております。

＜患者様連絡事項＞

・角濱　義弘様～ジアゼパム5㎎１錠１０回分、センノシド１2㎎2錠１０回分処方

となっています。

・三浦綾子様、高橋義明様、成田早希様、若沢理子様、堀切川秀子様、会津虜子様、
久保興介様田名部Drの患者様７名同内容で臨時薬明日より７日分処方となっています。

・小林司様～腰痛がある事から主治医よりハップスター2袋、疼痛時の頓服ロキソプロ

フェンＮａ６０㎎１Ｔ１０回分処方となっています。
・金　留示子様～本日必要な書類を自宅に取りに行き市役所で世帯分離の手続きと
生活保護相談をしてくる。また、携帯電話の料金支払いをソフト
バンクで行ってくる為9：00～13：00まで外出しています。
・会津　虜子様～担当医が田名部Ｄｒより小柳Ｄｒへ明日より変更となります。
・出河　攻様～血圧の変動や眩暈等の訴えも昨日聞かれた事で今日からバルサルタン
４０㎎１錠１×朝で臨時薬７日分処方で以後定期薬に繋がります。
・堀切川　秀子様～青山荘より、10月26日(火)入居可能との事で10月20日14時
2階会議室にてサービス担当者会議を開催します。
＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～小声の独語は聞かれ奇異行動ないも歩行時の身体の傾きは続いています。プログラムに参加出来日課は支障なく行っています。今朝4時覚醒後は小声の独語が聴けるが呂律不良なく他者への迷惑行為やトラブルなく過ごせています
・高橋　義明様～プログラムの声掛けに唸り声が続きスタッフの声掛けに耳を傾けず午前は参加出来ていないです。和室コーナーで過ごす際は班仕掛けには「他者に迷惑かかるから午後に作業に行きます」と答えていました。昼食後薬は自ら飲みに来られていました。日課の声掛け要す時や自主的に行っている様子もみられています。断続的な唸り声は続いているが疎通良好で会話が続く事もあります。
・出河　攻様～自らの眩暈や下腹痛の訴えは聞かれないが血圧の変動が、著しく10時頃排便後測定収縮期170台で高値となっていた。30分後には120台となっていたが、11時に160台となり13時40分安静臥床状況で測定するが165/87㎜Hｇと高値の為主治医に報告。落ち着くまで食事はホールで摂取との事。数分後来棟され本人の診察。体調不良と感じたのは8月頃からだと話され状態は身体が軽くなった感じがしたと体感幻覚発言等も聞かれていた。主治医から精神症状の変化も考え、今日からバルサルタン40㎎1錠1×朝7日分処方で以後定期に繋げると指示を受けています。眩暈等の訴えはないがプログラム参加の声掛けに歩行時一時的に足がもつれる状態だと情報が聞かれています。細目に血圧測定と言動も注目していきましょう。
・成田　早希様～プログラムに参加するが、14時、16時と頭痛訴え頭痛時の頓服を服用していました。本人からも今日は何か調子良くないと言われていました。
　　　　　　　　身体面と、精神面の観察をしていきましょう。

＜馬渡Dr診察・情報＞
・伊藤　雄一様～今日気分がいい事でOTに参加し聖書を書き移していたと情報提供しています。精神症状に著変なし。施設入所が決定し今後日程調整をすすめていく方針。処方は継続で臨時薬同内容7日分処方となっています。
・戸賀沢　潔様～隠れ飲水するのを見つかり指導されるが、開きなおった発言が聞かれている事を報告する。本人から、外泊・外出したいと希望に対し
スタッフからの注意や病棟で決めれた事ができない状況では、コロナが治癒しても検討が必要な事を伝えています。

森　ヒデ様～被害妄想の再燃はない。日常生活ではスタッフコールが多く、相変わらず依存的である。自分でできることは自分でやること、日中の離床を目標にしていくよう伝えられています。処方は継続で臨時薬同内容7日分処方となっています。
 

